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 [授業の概要・目的]
中国の著名な劇作家、曹禺の代表作『北京人』を講読する。1940年に創作されたこの作品は、1930
年代の北京の旧家、曹家が舞台で、その没落にともなう人間模様を描いた作品である。その芸術性
と社会背景なども考察しながら、よく使われる口語表現を中心に中国語のレベルアップを目指す。

 [到達目標]
・総合的なレベルアップを目指す。特に北方で実際に使用される口語表現に重点をおいて学ぶ。
・作品を通して、当時の社会背景や風俗習慣に対する理解を深める。

 [授業計画と内容]
『北京人』は比較的長編の劇本で全三幕の構成であるが、このうち第三幕を中心に講読する。
第１回　イントロダクション（作品や作者に関する説明、第一幕の概況など）
第２回　第二幕の解説（DVDなどで舞台の様子を見る場合もある）

第３回～第14回　第三幕の講読
（毎回、配布テキストの２、３ページ分を読み進めてゆく。第三幕の三分の一程度を読み進めてゆ
く予定。文法や語彙に注意しながら、原文の表現と内容を毎回しっかり把握できるようにする。最
後にDVDなどで実際の舞台上演の様子を確認する。）

《期末試験》

第１５回　フィードバック（主に作者に関する説明を補足し、総括する）

なお、以上は履修者の習熟度などにより若干変更する場合がある。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
学期末試験の成績（70％）に、平常点（30％）を加えて評価する。平常点は、主にテキストの日本
語訳や課題についての発表で、既定の回数の発表ができなかった場合や、発表が一定レベルに達し
ていなければ減点の対象とする。詳細は授業中に説明する。

 [教科書]
授業中にプリント等を配布。
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
履修生は毎回予習が必要。単語を注意深く調べ、自分で訳文を作ってくること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


